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• デジタル読解力 参加国19カ国中 4位

• 国語・数学・理科の各授業でコンピュータを

使っている生徒の割合は最も低い
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教科情報の役割
イ 科目構成及び内容構成の考え方等

(ｳ) 教育課程の編成・実施に当たっては，

各教科等との連携に配慮し，情報科での学
習成果が，他教科等の学習に役立つよう，
履修学年や課題の選定，指導計画の作成
等を工夫するものとする。

（現行学習指導要領解説より）













情報と英語のコラボレーション

情報科
英語科
（オーラル

コミュニケーション）



授業の流れ(2010年度)

情報科 英語科

情報科と英語科のスケジュール打ち合わせ

ワークシートの作成

リハーサル

本番の発表

スクリプトを書く

ワークシートの下書き作成

確認テスト

私の好きな
場所



生徒の ICT活用能力の向上

法的整備

教育機器の整備

教員のＩＣＴ活用
能力の向上

生徒の
ＩＣＴ活用
能力の向上



新学習指導要領の考え方

• 学校の教育活動を進めるに当たっては，各

学校において，生徒に生きる力をはぐくむこと
を目指し，創意工夫を生かし特色ある教育活
動を展開する中で，自ら学び自ら考える力の
育成を図るとともに，基礎的・基本的な内容
の確実な定着を図り，個性を生かす教育の
充実に努めなければならない。

高等学校学習指導要領 第1章総則 P15



教科の連携

(6) 各教科・科目等の指導に当たっては，教師

間の連携協力を密にするなど指導体制を確
立するとともに，学校や生徒の実態に応じ，
個別指導やグループ別指導，教師の協力的
な指導，生徒の学習内容の習熟の程度等に
応じた弾力的な学級の編成など指導方法や
指導体制を工夫改善し，個に応じた指導の充
実を図ること

高等学校学習指導要領 総則 第5款 より



ICT活用

(10) 各教科・科目等の指導に当たっては，生

徒がコンピュータや情報通信ネットワークなど
の情報手段を積極的に活用できるようにする
ための学習活動の充実に努めるとともに，視
聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適
切な活用を図ること。

新高等学校学習指導要領 総則 第5款 より



共通教科情報科の目標

• 情報及び情報技術を活用するための知識と
技能を習得させ，情報に関する科学的な見方
や考え方を養うとともに，社会の中で情報及
び情報技術が果たしている役割や影響を理
解させ，社会の情報化の進展に主体的に対
応できる能力と態度を育てる。

（高等学校学習指導要領解説 情報 P12)



高等学校の他教科との関係

高等学校学習指導要領解説 情報編より

• 高等学校段階における情報教育の実施を，
共通教科情報科だけが担うように極めて限
定的にとらえてはならない。高等学校学習指
導要領第１章総則第５款５の(10)にあるように
義務教育段階と同様，高等学校段階におい
ても，あらゆる教育の機会を通して情報活用
能力を身に付けさせる教育のより一層の充
実が求められている。このことを受けて，各教
科・科目の内容の取扱いなどに，情報手段の
活用が明記されている。





情報教育の
体系的な推進

校務の情報化の
推進

教科指導における
ＩＣＴ活用

教育の情報化

教育の情報化


